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研究分野：組合せ論 
科研費の分科・細目：数学ה  

キーワード：組合せ論 
 
１．研究計画の概要 
本研究は、配置の幾何とハイパーグラフの極
値組合せ論に関する具体的な課題に対して、 
幾何学的な方法と組合せ論的な方法の双方
を用い、さらに確率論的手法や数論からの応
用も援用しながら研究するものである。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究課題でこれまでに得られた具体的成
果について述べる。 
（１）ユークリッド空間における球面配置に
関して研究した。得られた成果を European 
Journal of combinatoricsで発表し、ハンガ
リーでおこなわれた研究集会で報告した。 
（２）平面における Wallace と Miquel の定
理を高次元に拡張する研究をおこなった。得
られた結果を Journal of Geometryで発表し、
龍谷大でおこなわれた研究集会で報告した。 
（３）凸な壁穴を通過する凸体の性質を研究
した。これをきっかけに、高次元立方体に含
まれる大きな正則単体について Imre Ruzsa
氏と共同研究をおこない、その成果を
Periodica Math. Hungaricaで発表した。ま
た穴が球体の場合についてはより厳密な成
果を得て、Geometriae Dedicataで発表した。 
これらについては龍谷大学、熊本大学、東京
工業大学、神戸学院大学、京都大学、ハンガ
リー、ロシアでおこなわれた研究集会で報告
した。 
（４）Erdos-Ko-Rado型の定理を拡張する研
究をおこなった。特に r-wise t-intersecting 
families に つ い て 、 あ る い は r-cross 
t-intersecting families の場合について詳し
く調べた。得られた結果の一部は、Journal of 
Combinatoriay theory (A)および Discrete 
Mahtematicsで発表し、龍谷大学でおこなわ

れた研究集会で報告した。 
（５）平面フレームによって捕捉あるいは固
定される凸体について研究した。一部は Imre 
Barany 氏との共同研究である。成果につい
ては論文にまとめ、現在投稿中であり、龍谷
大学、京都大学、中国でおこなわれた研究集
会で報告した。 
（６）超平面配置の応用としてランキングパ
タンを数え上げる問題について竹村彰通氏、
紙屋英彦氏と共同研究をおこなった。 
（７）サイクル補題の拡張を利用して格子経
路を数え上げる問題に関して中上川友樹氏
と共同研究をおこなった。 
 
３．現在までの達成度 
 ○2 おおむね順調に進展している。 
 (理由)前項に述べた具体的な課題に関して
2008年からの 3年の研究期間中に 16編の論
文を発表(出版)し、29件の学会報告をおこな
った。これにより順調に当初の目標を達成し
つつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後も現在までの研究成果をふまえて、配置
の幾何とハイパーグラフの極値組合せ論に
関する具体的な課題についての研究を進め
る。特に「凸体とフレームの捕捉、固定関係」、
「交差族に関する結果の拡張、ｑ類似」につ
いてさらに詳しく研究を進める予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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